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　今号では、２か月ごとに開かれる編集会議の一幕を窺い知ることができる（104 頁）。
日常診療での中で疑問に思うこと、興味を引く論文があったこと、学習会など、溢れ
かえる情報で今号がどのように仕上がるのか、編集責任者の苦労は想像にたやすい。
文字ばかりが増えて、余白も少ないので、一息つける場面として本欄を読んでいただ
けるとありがたい。
　連載企画として 119 号から「害反応―処方カスケード」を始めたが、この「処方
カスケード」はとかく専門的で、掘り下げれば掘り下げるほど一般読者にはわかりづ
らくなりがちだ。「一度にたくさんの薬が出されるのはなぜ？ 診察の度に薬が増える
のはなぜ？」という疑問にわかりやすく答えることができるように心がけたい。
　医療現場の最前線にいる編集委員ですら初めて耳にする意外な「副作用」が編集会
議中で紹介されたが、添付文書には、こっそりと書かれている「副作用」だった。医
薬品の添付文書が電子化されて薬に「添付」されなくなって４年が経過したが、添付
文書の「副作用」の欄に目を通す機会が明らかに少なくなったと実感している。
　漢方薬は、効果を期待する生薬の害を減らすための補助となる生薬を組み合わせて
構成されている。「害のない」＝「副作用がない」とされる漢方薬ですら害を消し去
ることはできていないのだが、いわゆる西洋薬である多くの医薬品はなおさらで、薬
による害が起きた時に薬で対処すれば、いたずらに薬の種類が増えるだけである。（な）
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表紙のことば：流れる水の音も涼やかな、大宮盆栽美術館の山水の池。今年、大宮盆栽村は百周年を迎えました。
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